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那珂川市消防団員確保・加入促進支援業務委託 

プロポーザル実施要領 

 

1 事業の趣旨・目的 

消防団は、市の非常備の消防機関であり、その構成員である消防団員は、権限と責任を

有する非常勤特別職の地方公務員として、「自分たちのまちは自分たちで守る」という精

神に基づき、平時・非常時を問わず、地域に密着した消防・防災の担い手として、住民の

安全・安心を守るための活動を行っており、地域防災力の中核を担う存在である※。 

近年、災害が激甚化・頻発化する中、地域に密着した消防団は、災害発生時にいち早く

災害現場に駆け付け、消火、救助、避難誘導等に従事している。令和 6 年に発生した能

登半島地震や令和 8 年に発生した熊本地震においても、消防団員は自らも被災する中、

地域住民の生命と安全を守るため、発災直後から住民への避難の呼びかけ、消防隊と連携

した消火活動や倒壊家屋からの救助、行方不明者の捜索、避難所運営の支援等、多岐にわ

たる活動を行っており、その重要性が改めて認識されている。 

一方、全国的に、人口減少や少子化の進展、被用者の割合の上昇、若年層の価値観の変

化等を背景として、消防団員数は減少傾向にある。那珂川市においても、消防団員数はこ

の 5 年間で約 2 割減少しており、令和 3 年 4 月 1 日時点の 245 名から、令和 8 年 4

月 1 日時点では 197 名となっていることから、このまま減少傾向が続けば、地域防災

力の低下が懸念される。 

また、消防団員数の減少に加え、若年層の入団者が少ないことから、団員の平均年齢も

上昇している。このため、消防団員を継続的に確保するとともに、若年層をはじめとする

多様な人材の入団を促進し、持続可能な消防団組織を構築していくことが求められてい

る。 

以上を踏まえ、本業務は、消防団員数の減少に対応し、新規入団者の確保及び既存団員

の定着を促進するため、消防団を取り巻く現状や課題等の調査・分析を行い、その結果に

基づく加入促進戦略の策定、広報・加入促進に関する取組の実施及び効果検証を一体的に

行うことを目的とする。 

 

※消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律（平成 25 年法律第 110 号） 

 

《参考：消防団員の確保に向けたマニュアル（総務省消防庁作成）》 

 

https://www.fdma.go.jp/relocation/syobodan/data/policy/member-manual/ 
＜QR コード＞ 
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2 業務概要 

（1） 委 託 業 務 名 那珂川市消防団員確保・加入促進支援業務委託 

（2） 業 務 内 容 別紙「業務仕様書」のとおり。 

（3） 契 約 期 間 契約締結日から令和9年3月31日まで 

※契約締結日は、令和8年12月中旬頃を予定。 

（4） 委 託 上 限 額 1,000,000円（税込） 

※消費税及び地方消費税を含む。 

 

 

3 参加資格 

企画提案に参加する者は、次に掲げる要件をすべて満たしていること。 

（1） 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項の規定

に該当しないこと。 

（2） 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立てを

した者にあっては再生計画の認可がなされていない者、会社更生法（平成１

４年法律第１５４号）に基づく更正手続開始の申立てをした者にあっては更

正計画の認可がなされていない者でないこと。 

（3） 国税、地方税の滞納をしている者でないこと。 

（4） 企画提案募集に係る公告の日から企画提案の特定の日までの期間に、那珂川

市から指名停止措置を受けていないこと。 

※提案が採用され候補者となった場合も、契約締結の日までに那珂川市から

指名停止措置を受けた場合は、契約を締結することができません。 

（5） 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号。

以下「法」という。）第２条第２号に規定する暴力団（以下「暴力団」とい

う。）に該当しないほか、次に掲げる者に該当しないこと。 

① 法第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。） 

② 法人の役員若しくはその支店若しくは営業所を代表する者で役員以外の者が

暴力団員である者又は暴力団員がその経営に関与している者 

③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を与え

る目的をもって暴力団の利用等をしている者 

④ 暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与する等、直接

的又は積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与している者 

⑤ 暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者 

⑥ 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用している者 
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⑦ 暴力団及び①から⑥までに定める者の依頼を受けて企画提案に参加しようと

する者 

（6） 公共の安全及び福祉を脅かすおそれのある団体又は公共の安全及び福祉を脅

かすおそれのある団体に属する者に該当しないこと。 

 

 

4 応募手続き及び募集要領等の配付  

（1） 実施スケジュール 

項 目 日 付 

① 公募開始 令和８年10月２３日（金） 

② 質疑書の締め切り 令和8年1１月４日（水）１２時まで 

③ 質疑書の回答 令和８年１１月１０日（火） 

④ 参加表明書兼誓約書の提出 令和８年１１月１７日（火）１７時まで 

⑤ 企画提案書等の提出 令和８年１１月２４日（火）１７時まで 

⑥ 書類審査結果・プレゼンテーション審

査参加資格通知 
令和８年１２月１日（火） 

⑦ プレゼンテーション審査 令和８年１２月７日（月） 

⑧ 選定結果の通知 令和８年１２月上旬予定 

⑨ 優先交渉権者との交渉・契約締結 令和８年１２月中旬予定 

※ ⑥から⑧については、応募状況や選考経過等により変更となる場合がある。 

※ ⑤の提案書提出事業者が６者以上の場合は、⑦プレゼンテーション審査まで

に書類審査を行い、プレゼンテーション審査に進む事業者を５者選定する。 

※ プレゼンテーション審査開始時間等については、プレゼンテーション審査対

象事業者へ個別に連絡を行う。 

 

（2） 仕様書等の入手方法 

那珂川市ホームページからダウンロードすること。  

 

（3） 本プロポーザルに関する質疑・回答 

①  受付期間  

令和８年1０月２３日（金）から令和８年１１月４日（水）１２時まで  

※なお、受付期間を過ぎて提出された質疑、指定の様式を用いない質疑、次

に定める受付方法以外で提出された質疑は、一切受け付けないものとす

る。  
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② 受付方法  

公募に関する質疑書（様式３）に質問事項を記載し、事務局宛てに電子メー

ルで提出するものとする。  

また、送信時の電子メールタイトルには、「那珂川市消防団員確保・加入促

進支援業務委託_プロポーザル質疑書（事業者名）」とし、電子メールを送信し

た後、事務局に受付確認の電話をすること。  

なお、質疑は参加表明に関するもの、提案書等の記載方法及び仕様書、実施

要領等の内容等に関するものに限り受け付けるものとする。  

③ 回答及び公表 

全ての質問を集計のうえ質疑応答書を作成し、４（１）実施スケジュールに

記載の期日までに、那珂川市ホームページに掲載する。  

④ 事務局   〒811-1292 福岡県那珂川市西隈1丁目1番1号 

那珂川市 市民生活部 安全安心課 消防・防犯担当 

担当者  吉牟田・山田 

電話    092-953-2211（内線：242） 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ anzen@city-nakagawa.fukuoka.jp  

（4） 参加表明書等の提出 

プロポーザルに参加を希望する事業者は、参加表明書等を次のとおり提出する

こと。  

① 提出期限 令和８年１１月１７日（火）１７時まで  

② 提出方法 持参または郵送（提出期限必着）  

③ 提 出 先 事務局  

④ 提出書類 

ア 参加表明書兼誓約書（※様式1）（※共同企業体の場合は様式1－2） 

なお、共同企業体で参加の場合は次の書類を提出すること。 

・ 共同企業体届出書（※様式１－３） 

・ 共同企業体協定書兼委任状（※様式１－４） 

イ 登記簿謄本 

ウ 定款 

エ 税の滞納がないことの証明（国税、県税、市町村税 各1部ずつ） 

オ 消費税及び地方消費税の納税証明 

カ 使用印鑑届 

キ 暴力団の排除に関する誓約書（※市指定） 

ク 企画提案書（A４版縦・横書き・左綴じ、表紙及び目次を除き１４ページ
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以内） 

ケ その他 

・ 事業者、事業の概要がわかるもの 

・ 直近1年分の財務諸表（賃借対照表、損益計算書） 

※ イからカは、那珂川市指名競争入札参加資格を有する場合は不要。 

※ イとエは、発行日から提出日時点で3カ月を経過していないもの。 

⑤ 提出部数 8部（正本１部、副本7部。※イからキについては1部。）  

 

（5） 企画提案書等の提出 

プロポーザルへ参加表明を行った事業者は、企画提案書及び価格提案書を提出

すること。なお、企画提案書等に関する詳細は、次のとおりとする。 

① 提出期限 令和８年１１月２４日（火）１７時まで 

② 提出方法 持参または郵送（提出期限必着） 

③ 提 出 先 事務局 

④ 企画提案書の作成方法 

ア 企画提案書は、「A４版縦・横書き・左閉じ」とし、表紙及び目次を除い

て１４ページ以内にまとめたものとすること。 

イ 企画提案書には、本業務の方針及び考え方、業務管理体制、類似業務※の実

績の順に記載すること。 

※類似業務：行政関連イベントの企画運営、各種行政計画の策定を含む。 

⑤ 価格提案書の作成 

価格提案書は、業務毎の費用、人工費などについて、単価と工数を記載する

こと。 

⑥ 提出部数 8部（正本１部、副本7部） 

 

 

5 選定方法等 

（1） 審査基準 

① 書類審査について 

別紙「書類審査基準」のとおり。 

② プレゼンテーション審査について 

別紙「プレゼンテーション審査基準」のとおり。 

 

（2） 書類審査の実施（※参加申込者が６者以上の場合のみ実施。） 
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提出された企画提案書及びその他提出書類について、審査のうえ、プレゼ

ンテーション審査対象者として５者を選定する。 

 

（3） 書類審査結果の通知 

書類審査結果は、応募事業者全員に通知する。 

 

（4） プレゼンテーション審査の実施 

   企画提案書について、プレゼンテーション及びヒアリングを実施する。時

間、場所については、書類審査通過者へ別途通知する。 

 

（プレゼンテーションの実施方法） 

   ・１者の持ち時間は、プレゼンテーションに２０分以内、質疑応答に２０分以

内の計４０分以内とする。業務提案内容に基づき、簡潔明瞭な説明を行うこ

と。なお、追加の資料は一切認めない。ただし、説明者がパソコン等を用い

て説明することは可能とする。プロジェクター、スクリーン、電源ケーブル

は当市で用意するが、パソコン等その他必要機器は説明者の持ち込みとす

る。 

 

   ・準備時間は５分とする。５分を超えた場合は、その超えた時間をプレゼンテ

ーションの時間から差し引く。また、後片付けは１０分とする。質疑応答が

終了次第、速やかに片づけを行うこと。 

 

（5）評価方法 

企画提案書、価格提案書、プレゼンテーション及びヒアリングについて、審査

基準に基づいて、選定委員の意見（採点等）を聴取した上で評価する。 

 

（6）候補者の選定方法（※別紙、プレゼンテーション審査基準に基づく） 

① 失格者を除いた者の内、評価点の合計が最も高い者を契約の相手方の候補

者として選定する。 

② 最高点の者が複数の場合は、企画提案の得点が最も高い者を契約の相手方

の候補者として選定する。 

③ ②が複数の場合は企画提案のうち「追加提案」における評価点の合計が最

も高い者を契約の相手方の候補者として選定する。 
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④ ③が複数の場合は価格提案のうち金額が最も安価な者を契約の相手方の候

補者として選定する。 

⑤ ①、②にかかわらず、総合点が満点の６０%未満の場合は、候補者として

選定しない。 

 

（7）その他 

次に掲げる事項に該当する者は、失格とする。 

① 提出した書類に虚偽の内容を記載した場合 

② 本実施要領に示した企画提案書等の作成及び提出に関する条件に違反し

た場合 

③ 価格提案書の金額が２（４）の委託上限額を超える場合 

④ 市の示す仕様を満たさない提案を行った場合 

⑤ 評価の公平性に影響を与える行為があった場合 

⑥ 評価に係る選定委員に対して、直接、間接を問わず故意に接触を求めた

場合 

⑦ その他選定結果に影響を及ぼすおそれのある不正行為を行った場合 

 

 

6 選定結果の通知・公表 

候補者選定後、プレゼンテーション審査参加者全員に選定又は非選定の結果を通

知する。通知する内容は下記のとおりとする。 

 

・優先交渉権者は、その名称、点数 

 ・次点者は、優先交渉権者と次点者の名称、点数 

 ・その他の者は、優先交渉権者と次点者の名称、点数と貴社の順位と点数 

 

また、選定結果通知日翌営業日に那珂川市ホームページにおいて公表するものと

する。公表する内容は下記のとおりとする。 

 

 ・優先交渉権者について、その名称、点数 

 ・次点者について、その名称、点数 

 ・その他の者について、点数 
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7 契約手続 

（1） 契約交渉の相手方に選定された者と那珂川市との間で、委託内容、経費等に

ついて再度調整を行った上で協議が調った場合、委託契約を締結する。 

（2） 受託者は契約金額の１００分の１０の額の契約保証金を契約日までに納付し

なければならない。ただし、那珂川市契約規則第３４条第１項各号のいずれ

かに該当する場合は契約保証金を免除することができる。 

（3） 契約代金の前払金については、那珂川市契約規則第４５条に基づき３割を超

えない範囲で請求することができる。 

（4） 選定された候補者が特別な事情等により契約を締結しない場合は、その理由

を記載した辞退届を提出すること。なお、この場合、次順位者を候補者とす

る。 

 

 

8 その他 

（1） 参加表明書の提出後に辞退する場合は、書面により届け出るものとする。 

（2） 企画提案書及び価格提案書については、１者につき１提案に限る。 

（3） 参加表明書を提出した後、企画提案書及び価格提案書の差替、訂正、再提出

をすることはできない。ただし、市から指示があった場合を除く。 

（4） 参加表明書を提出した後、市が必要と認める場合は、追加書類の提出を求め

ることがある。 

（5） 提出書類の作成、提出、ヒアリング及びプレゼンテーション等に要する経費

は、提案者の負担とする。 

（6） 書類等の作成に用いる言語、通貨及び単位は、日本語、日本円、日本の標準

時及び計量法（平成４年法律第５１号）に定める単位とする。 

（7） 参加者が１者の場合でも、本プロポーザルは実施する。 


